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※モニターの声は前号の議会だよりに対するものです。

「西川小学校入学式」
「元気な子どもたち」シリーズ４



2西川町議会だより 第104号　3 モニターの声 （表紙）日々の稽古の成果なのでしょう。一人ひとりの所作が素晴らしいですね。

※スクラップアンドビルドとは、町が実施している施策や行政サービス
について、非効率的なものや効果の低いものなどを廃止、縮小も含め
見直す一方で、効率がよい、効果が高い、必要とされているものなど
を再構築するという意味で用いています。

　町長から提案された議案は29議案で、平成30年度各会計予
算（10会計）のほか人事案件１件、条例設定５件、条例改正８件、
補正予算５件が提出され、慎重に審議した結果、全議案を可決
しました。
　また、一般質問は４人の議員が６件について行いました。

３月
定 例 会

平成30年度一般会計予算

50億4,300万円の予算を可決

※
各
会
計
予
算
の
採
決
状
況

・
一
般
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業

　

特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事

　

業
特
別
会
計
、
寒
河
江
ダ
ム
周

　

辺
施
設
管
理
事
業
特
別
会
計
、

　

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
、
病

　

院
事
業
会
計
、
水
道
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
大

　

井
沢
歯
科
診
療
所
含
み
）、後
期

　

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護

　

保
険
特
別
会
計

　
（
賛
成
８
、反
対
１
／
飯
野
咲
子
）

歳入 歳出

一般会計一般会計
町税
14.8％
町税
14.8％

地方交付税
41.6％
地方交付税
41.6％

国庫支出金
（国からの補助金等）6.0％
国庫支出金
（国からの補助金等）6.0％

県支出金 （県からの補助金等）5.4％県支出金 （県からの補助金等）5.4％

維持補修費
3.2％
維持補修費
3.2％

物件費（物品購入）17.3％物件費（物品購入）17.3％
その他
8.4％
その他
8.4％

繰入金（基金からの繰入）　
14.4％
繰入金（基金からの繰入）　
14.4％

繰出金（特別会計、企業会計への支出）8.6％繰出金（特別会計、企業会計への支出）8.6％
その他 3.5％その他 3.5％

人件費
17.8％
人件費
17.8％ 公債費（借金返済）

12.1％
公債費（借金返済）
12.1％

義務的経費34.4％義務的経費34.4％

投資的経費
15.1％
投資的経費
15.1％

扶助費 4.4％扶助費 4.4％

災害復旧事業0.4％災害復旧事業0.4％

負担金補助金等
17.9％
負担金補助金等
17.9％

町債（借入金）　9.4％町債（借入金）　9.4％

普通建設事業
14.8％
普通建設事業
14.8％

本
気
の
取
組
み
を
望
む
！

　

６
つ
の
視
点
を
ふ
ま
え
、
30

年
度
の
一
般
会
計
は
、
28
年
度

を
ピ
ー
ク
と
す
る
大
規
模
工
事

が
一
段
落
し
た
こ
と
か
ら
、
前

年
度
比
５
・
７
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
は
厳
し
い
財
政
事
情
を
勘

案
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
を
徹
底
す
る
と
し
て
お
り
、

議
会
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
実

行
さ
れ
る
よ
う
町
に
対
し
て
本

気
の
取
組
み
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が

効
率
よ
く
、
最
大
限
の
効
果
を

発
揮
す
る
よ
う
注
視
す
る
と
と

も
に
、
各
常
任
委
員
会
の
所
管

事
務
調
査
等
に
よ
り
、
随
時
、

事
業
の
進
捗
等
を
確
認
し
て
い

き
ま
す
。

新
た
な
飛
躍
へ
の
活
力
と
す
べ
き
新
年
度
予
算
を
可
決

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド

　
　
本
気
の
取
組
み
を
望
む
！

３月定例会（３月２日～12日）のあらまし

特 別 会 計 企業会計

施政方針で示された
まちづくりの６つの視点
１　健康元気なまちづくり
　☆各種健康診断の受診率の向上
　☆節目（42歳、49歳、58歳）健診の無料化
　☆地域包括ケアシステムの確立・推進

２　地域資源を活用した産業振興
　☆里山社会での暮らしの価値を再認識し、観光
　　と結び付けた総合的産業振興へ
　☆育てる林業と使う林業による森林資源の有効活用

３　子ども子育て支援の充実
　☆小中学生の給食費の半額補助
　☆地場産品を活用した「食育」の推進

４　若者が夢を持てるまちづくり
　☆就業支援の継続推進
　☆結婚新生活支援助成制度の展開
　☆学校教育における地域の魅力発見

５　町民の町政参画と女性力向上
　☆広報・広聴機能の一層の充実
　☆「まちづくり提案制度」と「地域座談会」の継続
　☆各種委員会への若者や女性の積極的な登用

６　地域の元気を町全体の元気に
　☆各地域における新たなコミュニティ機能の整備
　☆各地区の「地域づくり計画」の具現化支援
　☆地域づくりセンター構想の確立（モデル２地区）

前年度より3億200万円減

国 民 健 康 保 険 国 民 健 康 保 険
大井沢歯科診療所 公共下水道事業 農業集落排水事業 病 院 事 業

5 億 9,585 万円
( 22.2％減 )

359 万円
( 1.1％減 )

1 億 7,268 万円
( 2.8％減 )

2,685 万円
( 1.5％減 )

7 億 6,646 万円
( 1.0％減 )

寒河江ダム周辺
施 設 管 理 事 業 後期高齢者医療 介 護 保 険 宅 地 造 成 事 業 水 道 事 業

395 万円
( 1.3％減 )

9,251 万円
( 6.9％増 )

7 億 4,106 万円
( 1.7％減 )

1,459 万円
( 増減なし )

3 億 6,031 万円
( 50.9％増 )

※（　）は前年度比



4西川町議会だより 第104号　5

主な一般会計補正予算
■総務費
町有地売払い地元配分金…………………599万円
■民生費
国民健康保険特別会計繰出金……………588万円
介護保険特別会計繰出金………………△384万円
■衛生費
西村山広域クリーンセンター分担金…△636万円
■農林水産業費
林地台帳整備委託料……………………△311万円
■土木費
修繕料及び除雪委託料…………………5,050万円
道路新設改良費（委託料・
　工事請負費・備品購入費等）…△2億2,990万円
■教育費
廃校施設等解体工事費…………………△508万円
全国高等学校総合体育大会実行委員会負担金△550万円
■諸支出金
町有施設整備基金積立金 ……………………2億円

モニターの声 （12月定例会）指定管理について、安定性という点で非公募のメリットはあると思いますが、企業としての創意  
　　　　　　　 工夫や利益追求という点が後退していくのでは？という懸念を禁じ得ません。

３月
定 例 会

人　

事　
　
　
　
　

☆
西
川
町
教
育
委
員
会
教
育
長

　

の
任
命
（
再
任
）

　

伊
藤　

功　
さ
ん
（
水
沢
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
町
長
が
任
命
す
る
に
あ

た
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
。　
　

（
全
員
賛
成
）

条
例
の
設
定　
　
　
　

☆
西
川
町
定
住
促
進
住
宅
条
例

　

の
設
定

　

み
ど
り
団
地
内
に
建
設
中
の

定
住
促
進
住
宅
（
木
造
２
階
建

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
６
戸
）
の
設
置
及
び

管
理
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
。
（
全
員
賛
成
）

☆
西
川
町
い
じ
め
問
題
再
調
査

　

委
員
会
条
例
の
設
定

　

西
川
町
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
い
じ
め
問
題
再

調
査
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営

に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
。　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
西
川
町
小
水
力
発
電
事
業
基

　

金
条
例
の
設
定

　

大
井
沢
に
建
設
し
た
小
水
力

発
電
施
設
の
整
備
等
に
備
え
る

基
金
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

電
気
の
利
用
方
法
が
売

電
だ
け
で
は
面
白
み
が

な
い
。
公
共
施
設
や
農
業
施
設

等
へ
の
利
用
を
検
討
さ
れ
て
い

る
か
。
ま
た
、
施
設
の
維
持
管

理
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
。

年
間
の
売
電
収
入
を
８
０

０
万
円
程
度
に
見
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
管
理
に
係
る
部
分
を

支
出
し
、
さ
ら
に
基
金
と
し
て

将
来
の
整
備
に
備
え
る
。
ま
た
、

一
部
を
一
般
財
源
化
し
、
農
林

業
施
設
の
電
気
料
に
充
て
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

　

維
持
管
理
は
基
本
的
に
町
が

行
う
が
、
水
路
等
の
管
理
は
西

川
町
土
地
改
良
区
の
協
力
を
得

る
予
定
で
協
議
し
て
い
る
。

☆
西
川
町
指
定
居
宅
介
護
施
設

　

支
援
等
事
業
の
人
員
及
び
運

　

営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

　

る
条
例
の
設
定

　

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介

護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
。

（
賛
成
８
・
反
対
１
／
飯
野
咲
子
）

☆
西
川
町
国
民
健
康
保
険
基
金

　

条
例
の
設
定

　

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
西
川
町

国
民
健
康
保
険
給
付
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
し
、
新
た
な
基
金

条
例
と
し
て
設
定
す
る
も
の
。

（
賛
成
８
・
反
対
１
／
飯
野
咲
子
）

条
例
の一部
改
正　
　

☆
西
川
町
道
路
占
用
料
徴
収
条

　

例
の
一
部
改
正

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
西
川
町
の
道
路
占
用

料
及
び
行
政
財
産
の
使
用
料
の

額
を
改
定
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
西
川
町
都
市
公
園
条
例
の
一

　

部
改
正

　

都
市
公
園
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
都
市
公
園
の
敷

地
面
積
に
対
す
る
運
動
施
設
の

割
合
を
１
０
０
分
の
50
と
す
る

も
の
。　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
西
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条

　

例
の
一
部
改
正

　

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
、
県
と
市
町
村
が

共
同
で
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
に
あ
た
る
た
め
の
改
正
を

行
う
と
と
も
に
、
地
方
税
法
施

行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

規
定
の
整
備
を
図
る
も
の

（
賛
成
８
・
反
対
１
／
飯
野
咲
子
）

☆
西
川
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
る

規
定
の
整
備
を
図
る
も
の
。

（
賛
成
８
・
反
対
１
／
飯
野
咲
子
）

☆
西
川
町
介
護
保
険
条
例
の
一

　

部
改
正

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
規
定
の
整
備
と
平
成
30
年

度
か
ら
の
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
期
間
の
介
護
保
険
料
等

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

（
賛
成
８
・
反
対
１
／
飯
野
咲
子
）

☆
西
川
町
指
定
地
域
密
着
型　

　

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

　

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

　

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

　

正

　

要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
方

を
対
象
と
し
た
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
基
準
等
を
定
め
た

条
例
に
つ
い
て
、
関
係
省
令
等

の
施
行
に
伴
い
、
規
定
の
整
備

を
図
る
も
の
。

（
賛
成
８
・
反
対
１
／
飯
野
咲
子
）

☆
西
川
町
指
定
地
域
密
着
型
介

　

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

　

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

　

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

　

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

　

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

　

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

　

め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
方

を
対
象
と
し
た
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
基
準
等
を
定
め
た

条
例
に
つ
い
て
、
関
係
省
令
等

の
施
行
に
伴
い
、
規
定
の
整
備

を
図
る
も
の
。

（
賛
成
８
・
反
対
１
／
飯
野
咲
子
）

☆
西
川
町
指
定
介
護
予
防
支
援

　

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

　

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

　

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

　

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

　

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

の
一
部
改
正

　

要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
方

の
介
護
予
防
支
援
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
す
る
事
業
所
に
関
す

る
指
定
及
び
監
督
等
を
定
め
た

条
例
に
つ
い
て
、
関
係
省
令
等

の
施
行
に
伴
い
、
規
定
の
整
備

を
図
る
も
の
。

（
賛
成
８
・
反
対
１
／
飯
野
咲
子
）

　

　◆ 一般会計補正予算【第６号】
　　 ５６億５，５６１万４千円（137万8千円追加）
　◆ 国民健康保険特別会計補正予算【第２号】
　　 　８億　　９３１万円　　（4,102万4千円追加）
　◆ 公共下水道事業特別会計補正予算【第２号】
　　 　１億７，７８１万９千円（4万円追加）
　◆ 後期高齢者医療特別会計補正予算【第１号】
　　 　　　８，７１５万１千円（61万円追加）
　◆ 介護保険特別会計補正予算【第３号】
　　 　７億６，５１０万１千円（2,090万4千円減額）

補正
予算

（万円未満四捨五入）

　

29
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特

別
会
計
の
補
正
予
算
案
は
、
全

て
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

☆
一
般
会
計

　

各
事
業
の
確
定
等
に
よ
る
事

業
費
の
精
査
と
事
業
繰
越
等
に

伴
う
も
の
。

☆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

保
険
給
付
費
等
の
組
替
え
及

び
町
立
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
導

入
等
に
係
る
直
営
診
療
施
設
勘

定
繰
出
金
の
追
加
に
伴
う
も
の
。

☆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

職
員
手
当
等
を
追
加
す
る
も

の
。

☆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

諸
支
出
金
を
追
加
す
る
も
の
。

☆
介
護
保
険
特
別
会
計

　

決
算
見
込
み
に
伴
い
、
介
護

認
定
審
査
会
費
、
保
険
給
付
費

等
を
減
額
し
、
諸
支
出
金
を
増

額
す
る
も
の
。

問答

▲定住促進住宅
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予算を
審査しました

　

平
成
30
年
度
予
算
審
査
に
か

か
る
予
算
特
別
委
員
会
（
議
長

を
除
く
９
名
で
構
成
）
を
、
３

月
２
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た
り

開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
歳
入

歳
出
予
算
に
つ
い
て
慎
重
に
審

査
を
行
い
、
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
課
所
管

顧
問
弁
護
士
委
託

年
に
何
回
ほ
ど
相
談
等
を

行
う
の
か
。

今
年
度
は
、
相
続
関
係
の

手
続
き
で
２
回
、
そ
の
他

で
３
回
あ
る
。
顧
問
契
約
に
よ

り
優
先
的
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

選
挙
事
務
経
費

議
員
の
補
欠
選
挙
が
行
わ

れ
る
場
合
、
町
長
選
挙
の

既
決
予
算
に
ど
れ
だ
け
上
乗
せ

す
る
の
か
。

例
え
ば
町
長
選
挙
と
議
員

の
補
欠
選
挙
を
同
日
に
行

な
っ
た
場
合
、
職
員
や
立
会
人

な
ど
を
兼
務
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
る
が
、
予
算
上
で
は
、
あ
く

ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い

る
と
い
う
考
え
に
立
つ
。
こ
の

た
め
、
基
本
的
に
は
町
長
選
挙

と
同
額
を
計
上
す
る
こ
と
に
な

る
か
と
思
う
。

法
定
外
公
共
物
の
管
理

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も

の
の
管
理
な
の
か
。

国
が
管
理
し
て
い
た
水
路

や
作さ

く
ば
み
ち

場
道
（
昔
か
ら
の
道

路
や
農
道
）
な
ど
が
町
に
譲
与

さ
れ
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
専
用

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
管
理

し
て
い
る
。

空
き
家
対
策

空
き
家
等
審
議
会
は
、
毎

年
定
期
的
に
行
う
の
が
妥

当
で
は
な
い
か
。

審
議
会
は
、
町
長
が
適

正
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
命
令
し
た
り
、
行
政
代
執
行

な
ど
を
行
な
っ
た
り
す
る
際
に
、

そ
の
都
度
開
催
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
空
き
家
は
個
人
の
財

産
で
あ
り
、
第
三
者
の
指
摘
に

基
づ
い
て
撤
去
を
求
め
る
も
の

で
は
な
い
が
、
屋
根
か
ら
雪
が

落
ち
そ
う
だ
と
か
飛
散
し
そ
う

だ
と
か
い
う
場
合
に
は
町
か
ら

所
有
者
に
連
絡
し
て
い
る
。

消
防
団
の
訓
練
活
動
服

ま
だ
新
し
い
よ
う
に
見
え

る
。
２
６
０
着
を
購
入
し
、

更
新
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

消
防
活
動
に
関
す
る
国
の

基
準
が
あ
り
、３
年
ほ
ど

前
に
新
基
準
へ
と
変
更
に
な
っ

た
。確
か
に
ま
だ
着
ら
れ
る
も

の
だ
が
、現
状
と
し
て
は
「
基

準
外
」に
な
っ
て
お
り
、消
防
団

か
ら
の
要
望
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、更
新
す
る
こ
と
と
し
た
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
受
信
機
更
新

町
防
災
行
政
無
線
の
稼
働

か
ら
１
年
で
、
も
う
受
信

機
を
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。

役
場
か
ら
流
す
同
報
系
防

災
行
政
無
線
は
町
の
施
設

だ
が
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
内
閣
府
や

気
象
庁
な
ど
か
ら
直
接
流
れ
て

く
る
情
報
伝
達
手
段
で
あ
る
。

緊
急
性
が
高
く
、
全
市
町
村
で

設
置
し
て
い
る
。

　

町
で
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
防
災

行
政
無
線
に
直
結
し
て
、
町
民

の
方
々
に
緊
急
事
態
を
知
ら
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
別
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
今

回
は
国
民
保
護
政
策
に
よ
る
整

備
の
指
示
に
基
づ
き
、
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
の
受
信
シ
ス
テ
ム
の
み
更

新
す
る
も
の
で
あ
る
。

遭
難
対
策

山
岳
遭
難
の
捜
索
隊
が
４

地
区
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

隊
員
が
高
齢
化
し
て
い
る
。
実

際
に
活
動
で
き
る
か
ど
う
か
、

実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

捜
索
隊
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
り
、遭
難
が
発
生
し

た
場
合
に
遭
難
者
の
ご
家
族
か

ら
の
要
請
に
基
づ
き
出
動
す
る
。

　

隊
員
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て

町
が
何
か
を
判
断
す
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

青
パ
ト
の
活
動

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
な

っ
て
い
る
の
か
。

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の

こ
と
で
、
主
に
朝
晩
の
通

学
時
間
帯
に
青
色
回
転
灯
を
点

灯
し
て
地
域
内
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ

の
青
色
回
転
灯
は
警
察
の
許
可

が
な
け
れ
ば
取
り
付
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

政
策
推
進
課
所
管

学
識
経
験
者
の
影
響

以
前
か
ら
関
わ
り
の
あ
る

特
定
の
学
識
経
験
者
が
総

合
政
策
審
議
会
や
里
山
社
会
・

文
化
研
究
所
な
ど
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
未
だ
に
入
っ
て
い
る
。

大
切
な
取
組
み
が
遅
れ
て
い
る

の
も
、
そ
れ
が
影
響
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
し
ま

う
。

来
年
度
は
委
員
の
委
嘱
替

え
の
時
期
に
な
っ
て
お
り
、

十
分
に
検
討
し
、対
応
を
進
め

た
い
。

全
国
積
雪
寒
冷
地
帯

振
興
協
議
会

協
議
会
負
担
金
が
追
加
さ

れ
た
が
、
こ
れ
は
新
た
に

で
き
た
団
体
か
。

以
前
か
ら
存
在
す
る
協
議

会
で
事
務
局
は
新
潟
県
庁

内
に
あ
る
。
活
動
を
休
止
し
て

い
た
が
、
30
年
４
月
か
ら
取
組

み
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
政
府
予
算
に
お
け
る
寒
冷

地
対
策
関
連
経
費
や
、
大
雪
の

際
の
自
治
体
の
除
排
雪
対
策
に

関
す
る
緊
急
要
望
等
が
実
施
さ

れ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

な
か
な
か
町
に
根
付
か
な

い
。
地
域
の
小
間
使
い
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

来
年
度
、
４
名
の
協
力
隊

員
を
予
定
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
目
的
を
持
っ
た
対
応
を

行
い
、
３
年
で
成
果
が
出
る
か

わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も

３
年
間
は
し
っ
か
り
と
し
た
支

援
を
行
な
っ
て
い
く
。

空
き
家
の
数

昨
年
の
一
般
質
問
の
際
、

町
内
の
空
き
家
は
平
成
24

年
の
デ
ー
タ
で
１
５
０
～
１
６

０
戸
ほ
ど
あ
る
と
い
う
回
答
だ

っ
た
。
今
回
の
説
明
で
は
90
戸

で
あ
り
、
５
年
ほ
ど
経
過
し
た

中
で
減
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

ご
指
摘
を
ふ
ま
え
て
、
昨

年
12
月
に
該
当
家
屋
の
再

調
査
を
実
施
し
、
確
認
し
た
結

果
で
あ
る
。

町
民
意
識
調
査

調
査
内
容
の
検
討
段
階
で

議
員
も
参
画
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

こ
の
調
査
は
10
年
ご
と
に

実
施
し
て
い
る
。
本
来
は

31
年
度
の
予
定
だ
っ
た
が
、
６

次
総
の
後
期
計
画
の
見
直
し
の

関
係
で
、
１
年
前
倒
し
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。
設
問
や
評

価
の
仕
方
、
分
析
な
ど
、
指
導

や
助
言
を
得
な
が
ら
進
め
た
い

事
項
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
議

員
の
方
々
か
ら
も
ご
意
見
を
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
町
民
提
案
制
度

提
案
さ
れ
た
も
の
を
ど
う

や
っ
て
具
現
化
す
る
の
か
。

対
応
を
協
議
し
て
い
る
の
か
。

実
現
で
き
る
よ
う
に
関
係

各
課
で
連
携
し
、
協
議
を

行
な
っ
て
い
る
。

３月
定 例 会
予算特別委員会

しっかり

答

答答

答 問

問

問問 問

答答答答

答答

答答答答

問問問

問問

問問問問

▲

雪
国
の
生
活
を
守
る
除
雪
車

▲

青
パ
ト

▲
新
基
準
に
よ
る
訓
練
活
動
服

▲

空
き
家
バ
ン
ク
に　
　
　
　

登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家

モニターの声 （12月定例会）清川行人小屋がもっと活用されるよう積極的にＰＲしてほしい。
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環
境
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
に
ふ
さ
わ
し
い

現
場
主
義
の
先
生
を
選
ぶ

た
め
に
、
政
策
推
進
課
の
職
員

自
身
が
様
々
な
研
修
な
ど
で
経

験
を
積
み
、
見
る
目
を
養
っ
て

は
ど
う
か
。

実
際
に
勉
強
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ

ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
連

携
す
る
大
学
の
活
動
の
手
伝
い

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
感
じ
が
あ

る
の
で
、
今
後
は
お
互
い
に
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
活
動
に
少
し
ず

つ
切
り
替
え
て
い
き
た
い
。

環
境
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
に
ふ
さ
わ
し
い
現
場

主
義
の
先
生
を
選
ぶ
た
め
に
、

政
策
推
進
課
の
職
員
自
身
が

様
々
な
研
修
な
ど
で
経
験
を
積

み
、
見
る
目
を
養
っ
て
は
ど
う

か
。

実
際
に
勉
強
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
連
携
す
る
大

学
の
活
動
の
手
伝
い
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
感
じ
が
あ
る
の
で
、

今
後
は
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
活
動
に
少
し
ず
つ
切
り
替

え
て
い
き
た
い
。

月
山
ジ
オ
パ
ー
ク

地
域
住
民
の
認
知
度
や
参

画
と
い
う
部
分
が
弱
い
と

い
う
の
が
、
認
定
さ
れ
な
か
っ

た
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
る

と
思
う
。
今
後
の
見
通
し
や
取

組
み
状
況
を
聞
き
た
い
。

平
成
28
年
度
の
審
査
の
結

果
、
概
ね
一
年
以
内
に
改

善
す
べ
き
事
項
と
概
ね
二
年
以

内
に
対
応
す
べ
き
事
項
が
示
さ

れ
た
。

　

来
年
度
は
指
摘
事
項
に
対
す

る
認
定
の
可
能
性
や
、
中
長
期

的
な
財
源
投
入
と
経
済
波
及
効

果
、
戦
略
的
取
組
み
、
住
民
意

識
醸
成
の
評
価
な
ど
の
検
証
を

行
い
、
再
申
請
に
向
け
て
対
応

を
進
め
た
い
。

町
民
税
務
課
所
管

税
の
申
告
相
談

申
告
相
談
会
場
を
12
か
所

か
ら
３
か
所
に
変
更
し
た

が
、
そ
の
反
響
は
ど
う
か
。

特
に
苦
情
は
承
っ
て
い
な

い
。
場
所
を
固
定
す
る
こ

と
で
、
相
談
業
務
を
充
実
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

通
知
カ
ー
ド
個
人
カ
ー
ド

関
連
事
務
負
担
金
は
、
ど
こ
に

支
払
わ
れ
る
何
の
負
担
金
か
。

カ
ー
ド
作
成
を
委
託
す
る

た
め
の
負
担
金
で
、
Ｊ
‐

Ｌ
Ｉ
Ｓ
（
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
）
に
支
払
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
発
行
枚

数
に
関
係
な
く
56
万
９
千

円
の
負
担
金
を
支
出
す
る
の
か
。

国
全
体
で
30
年
度
に
発
行

さ
れ
る
カ
ー
ド
枚
数
が

５
０
０
万
枚
、
そ
の
経
費
が
約

１
２
７
億
６
千
万
円
と
想
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
人
口
割
で

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
金
額
を
計
上
し
て
い
る
。

た
だ
、最
終
的
に
は
カ
ー
ド
発

行
枚
数
実
績
に
よ
る
変
動
率
に

基
づ
く
金
額
を
負
担
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
同
額
が
県
を
通

じ
て
国
か
ら
補
助
さ
れ
る
。

路
線
バ
ス
事
業

羽
前
高
松
駅
・
県
立
河
北

病
院
線
の
時
刻
表
を
見
た

が
、
停
留
所
の
数
が
多
く
、
時

刻
表
ど
お
り
に
運
行
で
き
る
の

か
心
配
だ
。

河
北
町
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
停
留
所
の
数
や
名
称

は
、
基
本
的
に
既
存
の
山
交
バ

ス
に
よ
る
運
行
と
ほ
ぼ
同
じ
に

な
っ
て
い
る
。
時
刻
設
定
も
同

様
だ
が
、
山
交
バ
ス
に
よ
る
と
、

そ
れ
ら
の
停
留
所
か
ら
の
乗
車

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
道
路

の
見
通
し
も
良
い
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ほ
ど
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ

ず
に
通
過
で
き
、
各
停
留
所
で

の
乗
降
時
間
は
あ
ま
り
配
慮
し

て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

寒
河
江
ま
で
の
路
線
は
寒

河
江
市
か
ら
運
行
負
担
金

を
も
ら
っ
て
い
る
が
、
谷
地
ま

で
の
路
線
に
河
北
町
か
ら
の
運

行
負
担
金
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

寒
河
江
ま
で
の
路
線
は
寒

河
江
市
民
の
通
学
な
ど
の

利
用
者
が
見
込
め
る
ほ
か
、
山

交
バ
ス
運
行
時
の
赤
字
補
填
と

し
て
寒
河
江
市
と
町
で
負
担
金

を
支
出
し
て
い
た
と
い
う
経
緯

が
あ
る
。

　

谷
地
ま
で
の
路
線
に
つ
い
て
、

も
と
も
と
山
交
バ
ス
が
運
行
を

始
め
た
経
緯
に
は
町
か
ら
の
要

望
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。山

交
バ
ス
と
し
て
も
「
通
学
バ

ス
」
と
い
う
位
置
づ
け
を
し
て

い
た
と
い
う
点
を
考
慮
し
、
河

北
町
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
。

ど
れ
く
ら
い
の
運
行
経
費

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

谷
地
ま
で
の
路
線
は
片
道

だ
け
の
運
行
で
あ
り
、
寒

河
江
ま
で
の
路
線
で
使
用
す
る

バ
ス
を
寒
河
江
駅
か
ら
高
松
駅

へ
回
送
し
て
運
行
す
る
と
い
う

工
夫
な
ど
か
ら
、
経
費
を
50
～

60
万
円
と
見
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
料
金
収
入
は
、
12
名
の

高
校
生
が
定
期
券
を
購
入
し
て

利
用
す
る
と
い
う
現
状
の
想
定

で
経
費
と
同
様
の
額
に
な
り
、

収
支
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ

程
度
と
考
え
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
事
業

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
発
電
量

は
ど
れ
く
ら
い
か
。ま
た
、

費
用
対
効
果
は
ど
う
な
の
か
。

役
場
庁
舎
と
水
沢
温
泉
館

の
２
カ
所
に
設
置
し
て
お

り
、
実
際
の
発
電
量
は
把
握
で

き
て
い
な
い
が
、
蓄
電
池
に
は

常
に
充
填
さ
れ
て
い
る
。

　

災
害
時
に
対
応
可
能
な
想
定

と
し
て
は
、
役
場
庁
舎
の
蛍
光

灯
20
本
分
を
11
時
間
、
ブ
ル
ー

ヒ
ー
タ
ー
１
台
を
24
時
間
、
テ

レ
ビ
１
台
を
13
時
間
、
携
帯
電

話
の
充
電
40
台
分
、
パ
ソ
コ
ン

１
台
分
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

災
害
時
の
非
常
用
と
い
う
位

置
づ
け
で
の
設
置
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

交
通
災
害
共
済

加
入
率
は
高
い
よ
う
だ
が
、

す
で
に
助
け
合
い
制
度
と

し
て
の
役
目
を
終
え
た
事
業
な

の
で
は
な
い
か
。

こ
の
制
度
は
、
婦
人
会
の

方
々
が
家
庭
を
守
り
な
が

ら
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い

社
会
を
目
指
す
「
助
け
合
い
の

運
動
」
の
一
環
と
し
て
始
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る

と
、
民
間
の
保
険
と
は
制
度
と

し
て
の
趣
旨
が
異
な
る
。

　

西
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合

と
し
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
は
継

続
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い

る
。

産
業
振
興
課
所
管

道
の
駅
に
し
か
わ

屋
根
改
修

道
の
駅
に
し
か
わ
屋
根
修

繕
工
事
は
、
月
山
銘
水
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
際
に
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

水
沢
温
泉
館
の
屋
根
も
合

わ
せ
て
改
修
す
る
。リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
の
際
に
も
必
要
性
は
感

じ
て
い
た
が
、全
体
的
な
事
業

費
の
関
係
で
で
き
な
か
っ
た
。

ジ
ビ
エ
処
理
加
工
施
設

整
備
補
助

以
前
、
ジ
ビ
エ
処
理
は

「
広
域
で
の
対
応
で
な
い

と
で
き
な
い
」
と
町
長
か
ら
聞

い
て
い
た
が
、
町
の
猟
友
会
単

独
で
で
き
る
の
か
。

規
模
の
大
き
い
ジ
ビ
エ
加

工
所
に
対
す
る
国
の
支
援

を
想
定
し
た
上
で
の
答
弁
だ
っ

た
。
今
回
は
猟
友
会
か
ら
の
積

極
的
な
要
望
に
基
づ
き
、
補
助

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

農
産
物
加
工
設
備

強
化
事
業
補
助

法
人
で
な
く
個
人
の
グ
ル

ー
プ
で
実
施
す
る
場
合
も

該
当
に
な
る
の
か
。

３
、４
年
前
か
ら
実
施
し

て
い
る
補
助
事
業
で
あ
り
、

生
産
体
制
が
き
ち
ん
と
確
立
さ

れ
て
い
れ
ば
任
意
の
農
産
加
工

団
体
で
も
対
象
と
す
る
。

モニターの声

３月
定 例 会
予算特別委員会

答 答

答答 答

問 問

問問 問

答答 答

答答答

答 答

問問 問

問問問

問 問

▲マイナンバーカード（見本）

▲水沢温泉館に設置されている太陽光パネル

▲３月末で運行を終えた
　　　　山交バス「谷地行き」

※
ジ
ビ
エ
と
は

　

狩
猟
で
得
た
野
生
鳥
獣
の
食
肉
を
意
味
す
る
言

葉
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
貴
族
の

伝
統
料
理
と
し
て
発
展
し
て
き
た
食
文
化
。

▲

改
修
予
定
の
屋
根

※

（12月定例会）スキー場の立木伐採の記事について、スキーヤーの頭上に枝が迫っている写真が、質問内容をよ
　　　　　　　 りわかりやすくしていてよい。
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大
井
沢
わ
さ
び
田
解
体
撤
去

跡
地
利
用
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

解
体
撤
去
の
上
で
埋
め
戻

し
、
農
地
と
し
て
地
権
者

に
お
返
し
す
る
。

お
と
り
丸
太

ナ
ラ
枯
れ
対
策
の
「
お
と

り
丸
太
」
と
は
何
か
。

伐
採
し
た
丸
太
に
虫
を
集

め
る
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
散
布

し
て
、
集
ま
っ
て
き
た
虫
ご
と

焼
却
処
分
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

里
山
林
整
備

来
年
度
は
ど
の
く
ら
い
の

範
囲
で
実
施
す
る
の
か
。

旧
川
土
居
小
学
校
付
近
か

ら
妙
見
ヶ
池
、
ト
ラ
ヤ
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
経
て
原
地
区
手
前

の
県
道
付
近
ま
で
の
５
・
４
ha

で
あ
る
。

以
前
に
間
沢
地
区
で
同
事

業
を
実
施
し
た
際
、
不
良

木
が
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ

う
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

地
権
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
時
に
は
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

商
工
観
光
課
所
管

商
工
振
興

商
工
業
振
興
資
金
融
資
原

資
貸
付
事
業
の
利
用
状
況

は
ど
う
か
。

今
ま
で
40
件
の
利
用
が
あ

り
、
29
年
度
の
新
規
融
資

は
４
件
で
あ
る
。

小
規
模
事
業
者
商
店
等
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

商
店
の
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費

の
３
分
の
１
を
補
助
す
る
。

上
限
１
０
０
万
円
と
す
る
予
定

で
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

台
湾
に
帰
っ
た
、
元
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
朱
さ
ん

と
の
連
携
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

観
光
協
会
の
特
別
派
遣
職

員
と
し
て
任
命
し
、様
々

な
情
報
を
い
た
だ
い
た
り
、通

訳
を
お
願
い
し
た
り
し
て
い
る
。

月
山
か
も
し
か
学
園

推
進
協
議
会

教
育
旅
行
の
推
進
母
体
と

位
置
付
け
て
い
る
が
、
組

織
体
制
や
活
動
内
容
な
ど
が
不

明
確
で
あ
る
。

事
務
局
は
観
光
協
会
が

担
っ
て
い
る
。
事
業
を
進

め
る
上
で
観
光
協
会
と
は
会
計

を
分
け
て
い
る
。

月
山
志
津
温
泉

第
２
源
泉
発
掘

町
民
と
語
る
会
で
、
入
湯

税
を
還
元
す
べ
き
と
い
う

声
を
よ
く
聞
く
が
、
き
ち
ん
と

地
元
に
説
明
し
て
い
る
の
か
。

目
的
税
と
し
て
観
光
推
進

事
業
に
充
当
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、そ
れ
以
上
の
予
算
を

事
業
に
投
入
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、志
津
に
限
ら
ず
観
光

関
係
の
方
々
に
説
明
し
て
い
る
。

水
沢
温
泉
と
大
井
沢
温
泉

は
成
功
報
酬
方
式
で
掘
削

を
行
な
っ
て
い
る
が
、
３
０
０

万
円
の
予
算
で
で
き
る
の
か
。

現
在
の
温
泉
の
温
度
が
下

が
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、

地
元
で
は
地
滑
り
工
事
等
の
影

響
で
温
泉
が
枯
渇
す
る
の
を
心

配
す
る
声
も
あ
る
。

　

今
回
は
、
ま
ず
優
良
な
温
泉

が
出
る
か
ど
う
か
志
津
温
泉
組

合
が
実
施
す
る
調
査
事
業
へ
の

補
助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

観
光
振
興

弓
張
平
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
冬

季
活
用
補
助
金
と
は
何
か
。

弓
張
平
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
を

起
点
に
行
わ
れ
て
い
る
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
事

業
に
対
す
る
補
助
で
あ
る
。

健
康
福
祉
課
所
管

運
転
免
許
自
主
返
納
支
援

単
年
度
の
支
援
だ
が
、
免

許
証
の
返
納
か
ら
３
年
く

ら
い
継
続
で
の
支
援
で
も
良
い

の
で
な
い
か
。

複
数
年
の
支
援
を
行
な
っ

て
い
る
自
治
体
は
確
か
に

あ
る
。
町
と
し
て
は
、
買
い
物

支
援
な
ど
と
も
組
み
合
わ
せ
た

全
体
的
な
高
齢
者
へ
の
支
援
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

事
業
の
取
組
み
状
況
と
、

負
担
金
等
を
支
出
し
て
い

る
事
業
の
内
容
を
。

結
婚
推
進
員
は
毎
月
１
回

の
定
例
会
を
行
な
っ
て
い

る
。実
績
は
ま
だ
な
い
が
、何
件

か
は
進
行
中
と
聞
い
て
い
る
。

３
月
に
は
、出
会
い
の
き
っ
か
け

を
創
出
す
る
た
め
の
町
独
自
の

イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
。

　

負
担
金
を
支
出
し
て
い
る
事

業
の
う
ち
「
む
ら
や
ま
広
域
婚

活
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
自
分

磨
き
の
講
座
な
ど
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。

け
ん
こ
う
弁
当
調
理

業
務
委
託

利
用
者
は
40
名
弱
と
聞
い

て
い
る
。
ま
だ
知
ら
な
い

方
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ど

の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

対
象
と
な
る
方
々
に
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
保
健
師
、

民
生
委
員
な
ど
を
通
じ
て
定
期

的
な
周
知
を
行
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税

事
業
の
県
一
本
化
に
よ
っ

て
保
険
料
が
平
均
で
１
万

６
千
６
百
円
ほ
ど
高
く
な
る
が
、

基
金
は
現
在
１
億
６
千
５
０
０

万
円
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
崩
し

て
保
険
料
を
低
く
抑
え
る
べ
き

で
な
い
か
。

県
か
ら
示
さ
れ
る
納
付
金

の
額
に
よ
っ
て
保
険
料
が

決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
変
わ
る

要
素
が
あ
り
、
安
定
的
な
運
営

の
た
め
に
財
政
調
整
的
に
基
金

活
用
を
し
て
い
く
。

介
護
保
険
料

重
税
で
苦
し
ん
で
い
る
。

基
金
を
活
用
し
て
介
護
保

険
料
を
引
き
上
げ
な
い
よ
う
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

基
金
は
現
在
７
千
万
円
で
、

今
回
４
千
万
円
を
取
り
崩

す
。
今
後
は
介
護
予
防
に
重
点

を
置
い
て
重
症
化
を
軽
減
し
、

保
険
料
を
抑
え
て
い
く
と
い
う

基
本
姿
勢
で
計
画
し
て
い
る
。

学
校
教
育
課
所
管

旧
入
間
小
学
校
解
体
工
事

校
舎
と
屋
内
運
動
場
の
両

方
を
解
体
す
る
予
定
な
の

か
。
地
元
で
は
屋
内
運
動
場
を

残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ

る
よ
う
だ
が
。

予
算
と
し
て
は
両
方
と

も
解
体
す
る
金
額
で
計
上

し
て
い
る
が
、屋
内
運
動
場
を

残
す
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

地
元
と
協
議
を
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
課
所
管

歴
史
民
俗
資
料
館

資
料
館
に
展
示
す
る
収
蔵

物
の
一
覧
な
ど
は
で
き
て

い
る
の
か
。

旧
西
部
中
学
校
と
旧
川

土
居
小
学
校
に
保
管
し

て
い
る
収
蔵
物
は
全
て
把
握
し

て
い
る
が
、
資
料
館
の
４
つ
の

コ
ー
ナ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示

内
容
ま
で
は
確
定
し
て
い
な
い
。

建
設
水
道
課
所
管

定
住
促
進
住
宅

外
構
工
事
の
関
係
で
繰
越

事
業
と
な
っ
た
が
、
入
居

の
募
集
は
い
つ
頃
か
ら
か
。

５
月
１
日
か
ら
５
月
20
日

に
か
け
て
募
集
を
行
い
、

５
月
中
に
審
査
会
等
を
開
い
て

入
居
者
を
決
定
し
、６
月
上
旬

か
ら
入
居
開
始
と
考
え
て
い
る
。

３月
定 例 会
予算特別委員会

答答

答 答

問 問

問 問 問

答 答 答答 答

答 答

答答 答 答 答

問問 問問問

問 問 問問 問

問 問 問 問
▲

整
備
当
時
の
わ
さ
び
田

答答答

▲月山志津温泉の全景

▲今年度から、タクシー券かバス回
　数券を2万円分、または両方をそれ
　ぞれ1万円分選べます。

▲旧入間小学校屋内運動場

掲
載
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
紹

介
し
て
い
な
い
内
容
も
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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４
人
の
一
般
質
問

併
せ
て
、
歴
史
的
背
景
で

生
ま
れ
た
町
内
の
伝
統
行

事
等
も
観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
て
い
く
。

重
要
な
観
光
資
源
で

あ
る
な
ら
、
朽
ち
果

て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必

要
で
な
い
か
。

「
ふ
る
さ
と
宝
マ
ッ

プ
」
や
町
の
歴
史
の

冊
子
（
わ
た
し
た
ち
の
ふ

る
さ
と
）
な
ど
で
西
川
町

を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。
以
前
か
ら

「
観
光
は
点
か
ら
線
、
線

か
ら
面
」
と
い
う
過
程
で

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い

う
方
針
で
あ
る
。

水
沢
に
あ
る
大
八
・

大
七
の
墳
墓
と
周
辺

の
環
境
整
備
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

現
時
点
で
町
主
体
の

環
境
整
備
を
行
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

水
沢
地
区
の
地
域
づ
く

り
活
動
計
画
の
中
に
、
大

八
・
大
七
の
墳
墓
と
水
沢

大
堰
、
古こ
ぶ
は
ら峯
の
石
碑
、
名

水
公
園
な
ど
を
周
遊
す
る

散
策
コ
ー
ス
の
計
画
も
あ

る
。
町
の
地
域
づ
く
り
活

動
補
助
制
度
な
ど
を
活
用

し
て
周
辺
環
境
整
備
を
行

な
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う

手
立
て
も
あ
る
。

月
山
銘
水
館
周
辺
の

観
光
基
盤
の
整
備

月
山
銘
水
館
の
裏
の

法の
り
め
ん面

に
啓
翁
桜
を
植

栽
し
て
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は

ど
う
か
。

　

ま
た
、
誘
客
の
観
点
か

ら
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
の
設
置

も
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

除
排
雪
の
関
係
も
あ

り
、
道
路
の
法
面
の

活
用
は
難
し
い
。

　

ま
た
、
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
で
も

独
自
の
研
究
会
を
始
め
た

と
聞
い
て
お
り
、
少
し
前

に
進
ん
だ
も
の
と
思
っ
て

い
る
。

志
津
温
泉
の　
　
　

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置

は
進
ん
で
い
る
か
。

公
衆
ト
イ
レ
を
含
む

新
た
な
志
津
会
館
を

整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

場
所
に
つ
い
て
、
現
在

の
施
設
を
解
体
し
た
跡
地

へ
の
設
置
を
地
元
か
ら
要

望
さ
れ
て
い
る
が
、
地
滑

り
地
域
と
い
う
こ
と
を
ふ

ま
え
、
平
成
30
年
度
に
地

質
調
査
を
行
い
、
安
全
性

等
を
考
慮
し
て
進
め
た
い
。

体
的
な
意
思
決
定
が
図
ら

れ
た
段
階
で
議
会
に
も
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

観
光
ガ
イ
ド
等
の
活
用

交
流
人
口
１
０
０
万

人
達
成
に
向
け
て
作

成
し
た
様
々
な
観
光
ガ
イ

ド
や
マ
ッ
プ
等
を
ど
う
活

用
し
て
い
る
の
か
。

県
内
を
は
じ
め
首
都

圏
や
仙
台
圏
な
ど
の

観
光
案
内
所
、
高
速
道
路

の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
設

置
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
か
ら
「
お
か
み

会
」
の
方
々
が
首
都
圏
に

出
向
い
て
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
対
面
で

の
案
内
が
今
後
は
重
要
で

あ
り
、
そ
れ
ら
に
も
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

名
所
旧
跡
の
活
用

各
地
区
の
名
所
旧
跡

を
観
光
に
結
び
つ
け

ら
れ
な
い
か
。

重
要
な
観
光
資
源
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。

　

年
間
交
流
人
口
１
０
０

万
人
を
目
標
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
単
純
に
考
え

て
町
民
１
人
が
約
２
０
０

人
を
連
れ
て
来
な
け
れ
ば

達
成
は
難
し
い
数
字
だ
。

そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
今

後
の
交
流
人
口
拡
大
に
向

け
た
取
組
み
に
つ
い
て
次

の
質
問
を
す
る
。

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

西
川
町
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
狙
い
と
進

捗
状
況
は
。

「
観
光
か
ら
の
総
合

産
業
化
」
を
目
指
す

べ
く
策
定
す
る
も
の
で
あ

る
。
既
に
基
本
的
な
素
案

が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
協

議
を
重
ね
て
い
る
。

策
定
前
に
議
会
へ
提

示
し
、
議
会
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

町
と
月
山
朝
日
観
光

協
会
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
全

問問

問

問 問

問問

問

答答

答答

答 答

答答

大江　広康　議員観光からの総合産業化を目指す町長

西川町観光ビジョンと
　　　　　交流人口拡大に向けて

一 般 質 問

▲道路の看板がここまで
　　雪に埋まってしまった
　（写真提供：
　　月山朝日ガイド協会）

モニターの声 （一般質問）質問に対する答えがすべて言いわけのように思える。

姥
沢
地
区
山
小
屋

国
有
林
を
個
人
が
借

り
て
開
業
し
、
現
在

は
稼
働
し
て
い
な
い
山
小

屋
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
考
え
な
の
か
。

景
観
整
備
の
必
要
性

は
あ
る
が
、
施
設
は

所
有
者
の
財
産
で
あ
り
、

そ
の
管
理
運
営
は
個
人
に

任
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

　

ま
た
、
解
体
の
際
は
原

状
復
帰
が
国
と
し
て
の
原

則
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
の
観
光
地
だ
が
、
全

面
的
に
町
が
行
う
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
山
小
屋

協
議
会
や
所
有
者
と
協
議

し
な
が
ら
、
融
資
や
利
子

補
給
制
度
な
ど
の
支
援
方

法
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。

子
育
て
支
援
の
強
化

医
療
費
無
料
化
を
高

校
卒
業
ま
で
拡
大
す

る
取
組
み
は
で
き
な
い
か
。

小
学
校
４
年
生
か
ら

中
学
生
ま
で
の
無
料

化
は
町
単
独
の
取
組
み
で

あ
る
。
本
来
な
ら
ば
国
が

す
べ
き
事
業
で
、
自
治
体

間
で
の
子
育
て
支
援
の
競

争
を
招
く
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
所
得
制
限
を

な
く
し
、
無
料
化
を
拡
大

す
る
よ
う
、
引
き
続
き
国

や
県
へ
要
望
し
た
い
。

就
学
援
助
費
の
支
給

今
年
度
、
入
学
前
の

支
給
に
改
善
さ
れ
た
。

該
当
す
る
方
々
へ
の
通
知

等
を
、
い
つ
行
な
っ
た
か
。

既
に
対
象
と
な
る
認

定
を
受
け
て
い
る
保

護
者
に
は
、
１
月
29
日
付

で
３
月
９
日
に
支
給
す
る

旨
を
通
知
し
た
。

　

ま
た
、
今
春
に
小
学
校

に
入
学
す
る
児
童
の
保
護

者
の
場
合
は
、
１
月
24
日

に
通
知
し
、
２
月
９
日
を

申
請
期
限
と
し
た
が
、
申

請
は
な
か
っ
た
。

は
町
が
行
な
っ
て
お
り
、

観
光
地
へ
の
支
援
は
そ
の

都
度
対
応
し
て
い
る
。

豪
雪
日
本
一
の
宣
言

志
津
に
気
象
庁
の
ア

メ
ダ
ス
は
な
い
が
、

事
実
上
、
豪
雪
日
本
一
で

あ
り
、
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

誘
客
に
つ
な
い
で
は
。

２
月
14
日
に
積
雪
５

・
64
ｍ
を
記
録
し
、

青
森
の
酸
ケ
湯
や
肘
折
温

泉
を
大
幅
に
上
回
っ
た
こ

と
か
ら「
隠
れ
た
日
本
一
」

の
番
組
で
志
津
が
紹
介
さ

れ
、
取
材
や
問
合
せ
が
殺

到
し
た
。

　

反
響
が
大
き
く
、
現
在

進
め
て
い
る
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
活
用
し
て
い

く
。

　

志
津
地
区
の
ト
イ
レ
を

含
む
会
館
の
建
設
、
案
内

板
の
設
置
等
、
冬
の
観
光

に
つ
い
て
次
の
質
問
を
す

る
。

志
津
会
館
建
設

地
区
民
が
現
在
の
場

所
に
建
設
を
望
ん
で

い
て
、
が
け
地
の
調
査
が

必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
二

重
の
費
用
に
な
ら
な
い
か
。

関
係
団
体
で
構
成
し

て
い
る
拠
点
地
整
備

検
討
委
員
会
と
協
議
を
し
、

が
け
地
調
査
、
地
滑
り
対

策
は
国
土
交
通
省
と
話
を

し
な
が
ら
進
め
る
。

冬
の
観
光
地
支
援

冬
の
観
光
に
脚
光
が

あ
た
っ
て
い
る
が
、

雪
処
理
は
重
労
働
で
あ
り
、

観
光
地
に
対
す
る
雪
処
理

の
支
援
の
創
設
は
で
き
な

い
か
。「

雪
旅
籠
の
灯
り
」

の
際
の
駐
車
場
除
雪

問問

答

答答

４
人
の
一
般
質
問

飯野　咲子　議員

一 般 質 問

観光地への支援はその都度実施する町長

冬の観光地支援の充実を

  

  

引き続き国や県へ
要望する

制度の趣旨をきちんと
反映させて対応する

町長

町長

医療費無料化の拡大を

保護者の負担になら　
　　　ないよう配慮を

問

問答

問答

問答

▲

大
八
・
大
七
の
墳
墓
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補
助
条
件
と
い
う
原

則
論
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
課
題
は
あ
る
が
、

最
近
は
各
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
を

し
て
い
る
。

山
間
部
の
地
域
で
は

融
雪
対
策
に
多
大
な

経
費
が
か
か
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
状
況
に
応
じ
て

２
分
の
１
補
助
に
上
乗
せ

す
る
よ
う
な
条
件
整
備
は

で
き
な
い
か
。

補
助
の
上
乗
せ
に
つ

い
て
即
答
は
で
き
な

い
が
、
今
後
、
状
況
を
見

な
が
ら
考
え
た
い
。

薪
ス
ト
ー
ブ
等
利
用

拡
大
支
援
事
業
に
よ

る
補
助
を
行
な
っ
て
い
る
。

例
年
５
件
以
上
の
申
請
が

あ
り
、
29
年
度
は
薪
ス
ト

ー
ブ
よ
り
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
の
方
が
多
か
っ
た
。

ど
ち
ら
も
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
取
組
み
で
あ
り
、
町

と
し
て
は
今
後
も
必
要
に

応
じ
た
支
援
を
行
な
っ
て

い
く
。30

年
度
に
お
け
る
西

山
杉
利
活
用
推
進
事

業
を
ど
の
よ
う
に
継
承
発

展
さ
せ
て
い
く
の
か
。

引
き
続
き
「
西
山

杉
」
の
生
産
振
興
と

供
給
体
制
の
整
備
及
び
利

用
拡
大
に
関
す
る
指
針
に

基
づ
き
推
進
し
て
い
く
。

　

新
年
度
予
算
に
「
町
単

独
間
伐
補
助
事
業
」
を
新

設
し
、
地
域
が
行
う
小
規

模
な
森
林
の
保
全
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
計
画

推
進
に
よ
る
間
伐
除
伐
の

促
進
や
町
営
造
林
の
新
植

の
予
算
も
計
上
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
共
聴
組
合

町
内
に
21
組
合
が
あ

り
、
全
世
帯
の
65
％

が
加
入
し
て
い
る
。
今
後
、

加
入
者
の
減
少
や
施
設
の

老
朽
化
が
考
え
ら
れ
る
。

長
期
的
に
み
て
組
合
の
一

元
化
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
関
連
事
業
者
等

と
の
情
報
交
換
会
は
開
催

し
て
い
る
の
か
。

各
組
合
の
加
入
世
帯

は
、
５
世
帯
か
ら
１

９
０
世
帯
と
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
年
会
費
も
３
０
０

０
円
か
ら
１
２
０
０
０
円

と
開
き
が
あ
る
。
ま
た
、

積
立
金
を
準
備
し
て
い
る

９
組
合
で
も
13
万
円
か
ら

４
８
０
万
円
と
金
額
に
大

き
な
差
が
あ
る
。
将
来
的

に
は
町
全
体
で
の
一
本
化

を
視
野
に
入
れ
る
必
要
も

あ
る
と
思
う
が
、
会
費
や

財
産
の
違
い
な
ど
か
ら
、

現
段
階
で
は
簡
単
に
進
め

ら
れ
る
状
況
に
な
い
。

　

平
成
28
年
４
月
に
情
報

交
換
会
を
開
催
し
た
。
そ

の
際
、
統
合
関
連
の
先
進

西
山
杉
利
活
用
推
進

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が

設
立
さ
れ
た
が
、
組
織
構

成
、
目
的
、
西
川
町
の
役

割
は
何
か
。

「
や
ま
が
た
森
ノ
ミ

ク
ス
」
宣
言
を
受
け

て
、
県
内
４
ブ
ロ
ッ
ク
で

モ
デ
ル
と
な
る
実
践
の
取

組
み
を
展
開
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
一
環
と
し
て

設
立
し
た
。

　

そ
の
構
成
は
、
東
北
森

林
管
理
局
山
形
森
林
管
理

署
、
山
形
県
、
西
川
町
、

大
江
町
、
朝
日
町
、
西
村

山
地
方
森
林
組
合
、
三
町

の
製
材
組
合
、
㈱
城
南
木

事
例
や
制
度
改
正
な
ど
の

大
き
な
動
き
が
あ
る
ま
で
、

当
面
は
会
議
を
開
催
し
な

い
と
し
、
今
年
度
は
開
催

を
見
送
っ
て
い
る
。

高
校
生
医
療
無
料
化

県
内
で
は
７
町
で
実

施
し
て
い
る
。
さ
ら

に
30
年
度
は
寒
河
江
市
、

尾
花
沢
市
で
も
予
算
化
し

て
い
る
。
子
育
て
支
援
の

た
め
や
人
口
減
少
を
食
い

止
め
る
た
め
な
ど
に
必
要

で
は
な
い
か
。

国
で
は
「
人
づ
く
り

革
命
」
と
「
生
産
性

革
命
」
を
掲
げ
、
そ
の
中

で
子
育
て
支
援
も
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
ふ
ま
え
、
町
と
し
て
の

支
援
の
あ
り
方
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。

材
、
や
ま
が
た
県
産
木
材

利
用
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　

西
川
町
は
、
森
林
面
積

や
材
積
が
ど
の
町
よ
り
も

多
い
西
山
杉
の
最
大
の
産

地
と
い
う
重
要
な
位
置
に

あ
り
、
全
体
の
事
業
の
中

で
町
と
し
て
や
る
べ
き
内

容
を
進
め
て
い
く
。

新
聞
に
お
い
て
、
西

川
町
の
役
割
は
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
確
保
で
あ

る
と
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

廃
校
の
空
き
地
等
町

有
地
を
利
活
用
し
、

森
林
組
合
が
設
置
す
る
。

　

町
は
そ
の
取
組
み
を
支

援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

林
業
は
周
期
が
50
～
60

年
で
あ
り
、
じ
っ
く
り
と

腰
を
据
え
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
町
民
を
は
じ

め
関
係
業
種
の
方
々
の
共

通
理
解
に
立
つ
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
も
ま
た
町
の
役

割
だ
と
考
え
る
。

秋
の
各
地
区
と
の
協

議
や
雪
対
策
会
議
で

は
、
間
口
除
雪
の
具
体
的

な
対
策
に
つ
い
て
の
指
示

が
な
い
の
で
は
。

毎
年
で
は
な
い
が
、

除
雪
会
議
の
折
に
除

雪
業
者
に
対
し
対
応
を
お

願
い
し
て
い
る
。

　

現
地
の
打
合
せ
に
お
い

て
、
あ
ら
た
め
て
高
齢
者

の
対
応
に
関
す
る
聞
き
取

り
は
行
な
っ
て
い
な
い
が
、

本
当
に
困
っ
て
い
る
方
が

い
れ
ば
、
そ
の
打
合
せ
の

中
で
話
を
す
る
な
ど
、
今

後
と
も
気
を
配
り
な
が
ら

協
議
し
て
い
き
た
い
。

融
雪
遅
延
対
策

「
各
地
区
の
春
季
融

雪
作
業
の*

補
助
条

件
の
緩
和
を
」
と
の
質
問

に
「
再
考
す
る
」
と
答
弁

し
て
い
る
が
、
現
在
の
考

え
は
。西

山
杉
を
利
用
し
た

新
体
育
館
の
観
覧
席

の
椅
子
の
近
く
に
、
林
業

振
興
の
一
環
と
し
て
作
っ

た
椅
子
で
あ
る
こ
と
と
設

置
目
的
を
パ
ネ
ル
化
し
て

掲
示
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど

う
か
。施

設
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
は
触
れ
て
い
る

が
、
パ
ネ
ル
で
の
掲
示
は

行
な
っ
て
い
な
い
の
で
、

対
応
を
今
後
検
討
し
た
い
。

薪
ス
ト
ー
ブ
の
利
用

状
況
は
ど
の
よ
う
に

推
移
し
て
い
る
か
。

　

議
員
に
な
っ
て
20
回
一

般
質
問
を
し
て
き
た
が
、

そ
の
答
弁
の
中
に
は
不
明

確
な
部
分
も
残
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
町
の
施
政
を
質

し
な
が
ら
確
認
、
検
証
す

る
た
め
、
次
の
４
点
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

玄
関
先
の
間
口
除
雪

「
玄
関
先
に
雪
の
か

た
ま
り
を
置
か
な
い

や
さ
し
い
除
雪
を
」
と
、

３
回
に
わ
た
り
質
問
し
て

か
ら
２
年
が
経
つ
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法

を
検
討
し
、
実
施
し
て
い

る
か
。す

べ
て
の
家
の
間
口

の
雪
を
す
べ
て
片
づ

け
る
と
い
う
の
は
、
豪
雪

地
帯
の
西
川
町
で
は
か
な

り
無
理
が
あ
る
。
降
雪
前

に
、
各
地
区
の
役
員
や
町

職
員
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
な
ど
で
排
雪
場
所
、
除

雪
方
法
の
打
合
せ
を
行
い
、

極
力
雪
を
置
い
て
い
か
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

総
面
積
の
90
％
以
上
を

山
林
が
占
め
る
西
川
町
と

し
て
、
西
山
杉
の
活
用
を

推
進
す
る
必
要
性
と
町
民

が
生
き
て
行
く
た
め
の
生

業
を
ど
こ
に
求
め
、
百
年

の
計
を
今
こ
そ
作
る
べ
き

と
の
思
い
か
ら
次
の
質
問

を
す
る
。

平
成
29
年
度
の
西
山

杉
利
活
用
推
進
事
業

で
は
、県
が
進
め
る
、こ
れ

ま
で
の「
育
て
る
林
業
」か

ら「
使
う
林
業
」へ
転
換
の

取
組
み
を
ど
う
実
施
し
た

か
。

西
村
山
地
方
森
林
組

合
長
を
会
長
と
す
る

「
西
川
町
地
域
材
西
山
杉

利
活
用
促
進
協
議
会
」
等

に
お
い
て
、
林
業
の
生
産

振
興
と
供
給
体
制
の
整
備

を
積
極
的
に
検
討
し
て
お

り
、
そ
の
活
動
を
支
援
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
建
築
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
た
西
山
杉
の

家
づ
く
り
の
た
め
に
「
西

川
町
匠
の
会
」
を
発
足
し
、

活
動
を
開
始
し
た
。

佐藤　耕二　議員それぞれの状況に応じて実施していく町長

今までの一般質問を再度問う

一 般 質 問

佐藤　幸吉　議員

一 般 質 問

西山杉の最大の産地であることを
　　　　生かし、事業を推進していく町長

西山杉の活用を図れ

問問

問

問 問

問問 問問

答 答

問

答 答

答 答

答答 答 答

答 答

問問

▲

大
井
沢
の
残
雪
（
中
村
）

※
補
助
条
件

　
　

豪
雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、

３
月
１
日
時
点
の
積
雪
が
過
去
10

年
の
平
均
を
上
回
る
こ
と
。

モニターの声 （行政視察報告）なぜこの自治体（視察先）を選んだのか、目的が伝わってこない。

年度 薪 ペレット 計
H26  1 14 15
H27  2  6  8
H28  3  2  5
H29  1  4  5
合計 7 26 33

※数値はいずれも件数

薪ストーブ等利用拡大支援事業実績

４
人
の
一
般
質
問

４
人
の
一
般
質
問

▲

西
山
杉
（
吉
川
）
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常任委員会報告

こんな活動を行います

総務厚生
常任委員会

子
育
て
支
援
対
策

　

出
生
時
か
ら
幼
児
期
、小
学

生
、中
学
生
、高
校
生
、大
学
生

に
至
る
ま
で
の
成
育
過
程
に
合

わ
せ
た
子
育
て
支
援
、子
育
て
環

境
な
ど「
子
育
て
す
る
な
ら
西

川
町
」と
誇
れ
る
よ
う
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
調
査
検

討
し
ま
す
。

人
口
減
少
対
策

　

第
６
次
総
合
計
画
で
は
、10
年

後（
35
年
度
）の
目
標
と
し
て
定

住
人
口
５
０
０
０
人
、世
帯
数
１

６
０
０
戸
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

定
住
人
口
確
保
の
た
め
の
雇

用
の
拡
大
や
住
環
境
、子
育
て

支
援
、移
住
対
策
等
に
つ
い
て
調

査
検
討
し
ま
す
。

保
健
医
療
福
祉
対
策

　

第
８
次
保
健
医
療
福
祉
計
画

に
基
づ
き
、町
民
の
健
康
保
持
と

健
康
寿
命
を
延
伸
し
、現
役
80

代
宣
言
を
目
標
に
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
調
査
検

討
し
ま
す
。

農
業
の
通
年
経
営

　

町
で
は
、農
業
振
興
担
い
手
育

成
や
啓
翁
桜
の
大
規
模
団
地
化

計
画
等
を
進
め
て
い
ま
す
。し
か

し
豪
雪
地
で
あ
る
た
め
、一
年
間

を
通
じ
て
農
業
で
生
計
を
立
て

る
の
は
厳
し
い
状
況
で
す
。他
市

町
村
を
参
考
に
し
て
、通
年
経
営

の
道
を
さ
ぐ
り
、今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
べ
き
か
調
査
し
ま

す
。

▲ブナ林でストレッチ

▲じゃがいもの皮むきに挑戦（保育園）

３月６日に開催した各常任委員会での協議結果を紹介します。

産業建設
常任委員会

　平成30年度の所管事務事業
の調査項目を以下のとおり決定
しました。

畜
産
振
興
の
方
向
性

　

町
の
畜
産
業
は
衰
退
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。仁
田
山
放
牧
場

の
実
態
を
調
査
し
、畜
産
振
興
の

目
指
す
方
向
性
を
追
求
し
ま
す
。

ク
ア
の
道

　

志
津
地
区
に
整
備
し
た
ク
ア

の
道（
一
本
ブ
ナ
コ
ー
ス
）を
活
用

し
て
、滞
在
型
観
光
に
い
か
に
結

び
つ
け
る
か
を
調
査
し
ま
す
。ま

た
上
山
市
と
天
童
市
に
あ
る
ク

ア
の
道
と
連
携
し
た
観
光
の
在

り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

※
ク
ア
の
道

　
　

ド
イ
ツ
語
で
療
養
地
や
健
康
保
養
地

を
意
味
す
る
「
ク
ア
オ
ル
ト
」
を
活

用
し
た
「
健
康
の
道
」
の
こ
と
。

　
第
１
回
臨
時
会　
１
月
25
日
開
催

　

次
の
４
件
の
議
案
が
上
程
さ

れ
、
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

☆
西
川
町
一
般
職
の
職
員
の
給

　

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
及
び
山
形
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
、
一

般
職
の
職
員
の
給
与
の
改
正
を

行
う
も
の
。

☆
西
川
町
路
線
バ
ス
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

山
交
バ
ス
谷
地
線
の
撤
退
に

伴
い
、
町
民
の
交
通
の
確
保
を

目
的
に
、
羽
前
高
松
駅
・
県
立

河
北
病
院
線
を
新
設
す
る
も
の
。

条
例
の
別
表（
普
通
使
用

料
）の
備
考
と
し
て「
他
の

路
線
か
ら
乗
り
継
い
だ
場
合
は
、

乗
り
継
い
だ
停
留
所
か
ら
の
料

金
を
適
用
す
る
。」と
記
載
さ
れ

て
い
る
。こ
の
表
記
で
は
、道
の

駅
に
し
か
わ・
寒
河
江
駅
線
か

ら
羽
前
高
松
駅・県
立
河
北
病

院
線
に
乗
り
継
い
だ
場
合
、羽

前
高
松
駅
か
ら
の
料
金（
２
５

０
円
）と
な
る
よ
う
に
誤
解
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

備
考
に
お
け
る
「
他
の
路

線
」
と
は
町
内
を
運
行
す

る
路
線
を
指
す
。

　

例
え
ば
大
井
沢
の
方
が
県
立

河
北
病
院
に
行
く
場
合
、
道
の

駅
に
し
か
わ
ま
で
乗
車
す
る
大

井
沢
線
が
「
他
の
路
線
」
に
相

当
す
る
。
そ
の
路
線
か
ら
道
の

駅
に
し
か
わ
・
寒
河
江
駅
線
へ
、

さ
ら
に
羽
前
高
松
駅
・
県
立
河

北
病
院
線
へ
と
２
回
乗
り
継
い

で
も
、
道
の
駅
に
し
か
わ
か
ら

の
料
金
（
３
０
０
円
）
を
適
用

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

☆
平
成
29
年
度
西
川
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
億

５
４
８
２
万
円
を
追
加
し
、
総

額
56
億
５
４
２
３
万
６
千
円
と

す
る
も
の
。（
左
上
の
表
を
参
照
）

☆
平
成
29
年
度
西
川
町
公
共
下

　

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に

５
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
億
７
７
７
７
万
６
千
円
と
す

る
も
の
。
（
左
上
の
表
を
参
照
）

問

町
路
線
バ
ス
が
新
た
に
河
北
町
へ

（万円未満四捨五入）主な歳出
一般会計
※人件費
４月にさかのぼって職員の子ども扶養
手当400円、勤勉手当0.1月分並びに
特別職及び議員の期末手当0.1月分の
増について、決算を見込み各款を調整
の上、不足分を計上しています。

■総務費
ふるさとづくり寄附金に要する
    報償費及び基金積立…9,452万円
■土木費
町道除雪委託料…………6,000万円

公共下水道事業特別会計
※一般会計と同様に人件費を計上追加
しています。

答

▲

関
係
者
に
見
送
ら
れ
な
が
ら

高
松
駅
を
出
発　
　
　
　
　

▲

県
立
河
北
病
院
の　

正
面
入
口
前
に
到
着

さ
っ
そ
く
乗
車
し
ま
し
た
！

　

４
月
２
日
、
路
線
バ
ス
「
羽
前
高

松
駅
・
県
立
河
北
病
院
線
」
の
開
通

に
合
わ
せ
、
伊
藤
議
長
以
下
５
名
の

議
員
が
同
路
線
に
乗
車
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
高
松
駅
前
で
の
セ

レ
モ
ニ
ー
後
、
午
前
７
時
55
分
に
高

松
駅
を
出
発
し
た
バ
ス
は
、
一
般
の

乗
客
の
方
と
議
員
を
乗
せ
て
ス
ム
ー

ズ
に
運
行
し
、
定
刻
ど
お
り
県
立
河

北
病
院
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

帰
り
の
路
線
が
な
い
と
い
う
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
沿
線
の
住

民
の
方
々
な
ど
か
ら
も
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。
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議
会
全
員
協
議
会

■
２
月
19
日　

平
成
30
年
度
予
算
案
内
示

■
３
月
６
日　

西
川
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
ほ
か

議
会
運
営
委
員
会

■
１
月
18
日　

第
１
回
臨
時
会
の
運
営

■
２
月
19
日　

第
１
回
定
例
会
の
運
営

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
１
月
23
日　

事
務
調
査「
人
口
の
現
状
と
推
計
」ほ
か

■
３
月
６
日　

今
後
の
継
続
調
査
内
容
検
討

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
１
月
31
日　

事
務
調
査「
拠
点
地
形
成
の
今
後
の
展
望
」

■
３
月
６
日　

今
後
の
継
続
調
査
内
容
検
討

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
３
月
６
日　

編
集
会
議

■
３
月
20
日　

入
稿
前
編
集
会
議

■
３
月
27
日　

第
１
回
校
正

■
３
月
30
日　

第
２
回
校
正

■
４
月
５
日　

第
３
回
校
正・文
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導

■
４
月
９
日　

第
４
回
校
正
、校
了

議
会
活
性
化
懇
談
会

【
議
員
の
な
り
手
確
保
対
策
に
係
る
意
見
交
換
会
】

■
２
月
８
日　

区
長
会
と
の
意
見
交
換
会

■
２
月
８
日　

町
内
会
長
連
絡
協
議
会
役
員
と
の
意
見
交
換
会

■
２
月
13
日　

町
商
工
会
役
員
と
の
意
見
交
換
会

議議
会会
のの
動動
きき

議
員
の
な
り
手
確
保
に
向
け
た
取
組
み
状
況

ミニ
 特集

地
方
自
治
を
守
る
た
め
に

地
方
自
治

　

わ
が
国
で
最
も
基
本
と
な
る

法
律
は
日
本
国
憲
法
で
あ
り
、

そ
の
第
８
章
に
「
地
方
自
治
」

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
の
こ
と
は
、そ

の
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
自
ら

考
え
て
決
め
る
」と
い
う
こ
と
を

「
住
民
自
治
」と
い
い
ま
す
。

　
「
地
方
自
治
」
は
、
こ
の「
住

民
自
治
」
を
も
と
に
成
り
立
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
進
め
る

の
に
は
話
し
合
い
が
必
要
で
す
。

た
だ
、
そ
の
話
し
合
い
に
住
民

全
員
が
参
加
す
る
の
は
無
理
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
住
民
代

表
で
あ
る
議
員
を
選
挙
で
選
び
、

議
員
は
主
に
議
会
と
い
う
場
で

住
民
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
、
全
国
の
町
村
議
会
議

員
選
挙
が
無
投
票
で
決
ま
っ
た

り
、
定
数
に
満
た
な
か
っ
た
り

す
る
事
例
が
発
生
し
、
い
わ
ゆ

る
「
議
員
の
な
り
手
不
足
」
の

問
題
が
表
面
化
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
将
来
的
に
議
員
の
な

り
手
が
減
っ
て
議
会
が
成
り
立

た
な
く
な
っ
た
ら
、
住
民
の
代

表
と
し
て
地
域
の
多
様
な
声
を

町
の
施
策
に
反
映
で
き
ず
、
地

方
自
治
そ
の
も
の
も
成
り
立
た

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

西
川
町
議
会
の
対
応
は
？

　

平
成
27
年
の
議
員
選
挙
で
は
、

定
数
10
に
対
し
て
候
補
者
同
数

の
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
選
挙
を
平
成
31
年
に
控

え
、
議
会
の
活
性
化
を
図
る
上

で
も
議
員
の
な
り
手
確
保
に
関

す
る
対
応
が
必
要
と
言
え
ま
す
。

　

昨
年
６
月
か
ら
は
「
議
員
の

な
り
手
確
保
対
策
に
関
す
る
懇

談
会
」
に
よ
る
話
し
合
い
を
始

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
２
月
に
は
、
区

長
会
や
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

役
員
、
西
川
町
商
工
会
役
員
の

方
々
と
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
と
し
て
右
の
ペ
ー

ジ
下
段
の
①
～
④
の
論
点
を
設

定
し
、
こ
れ
以
外(

⑤)

の
内
容

も
含
め
大
変
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

議
員
研
修
で
も
検
討

　

１
月
31
日
に
実
施
し
た
議
員

研
修
会
で
は
、
山
形
県
町
村
議

会
議
長
会
事
務
局
長
の
武
田
裕

樹
氏
か
ら
、
議
員
の
な
り
手
確

保
対
策
に
つ
い
て
の
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
メ
モ

①
な
り
手
不
足
の
要
因

・
人
口
減
少

・
議
員
報
酬
の
金
額

・
政
治
へ
の
無
関
心

・
兼
業
、
兼
職
禁
止
等
の
制
約

・
選
挙
運
動

・
議
員
活
動
の
増
加

②
対
応
策
と
な
り
得
る
こ
と

　

そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
に
つ
い
て
、

そ
の
根
拠
と
な
る
法
令
等
が
改

正
さ
れ
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な

い
よ
う
な
も
の
は
、
国
で
も
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

政
治
へ
の
無
関
心
と
い
う
点

で
は
、
若
い
う
ち
か
ら
政
治
に

関
心
の
持
て
る
よ
う
な
学
習
指

導
を
行
う
こ
と
も
大
切
。
中
学

校
の
社
会
科
の
授
業
の
一
環
と

し
て
、
議
員
自
身
が
そ
の
活
動

等
を
紹
介
す
る
よ
う
な
取
組
み

を
行
な
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

そ
こ
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

模
擬
議
会
の
開
催
な
ど
に
つ
な

が
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

　

議
員
報
酬
の
金
額
に
つ
い
て
、

議
員
は
本
会
議
や
委
員
会
等
の

限
ら
れ
た
場
で
し
か
活
動
し
て

い
な
い
よ
う
な
認
識
か
ら
「
議

員
報
酬
は
高
い
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
持
た
れ
て
き
た
よ
う
に

思
う
。
報
酬
が
高
い
か
安
い
か

と
い
う
金
額
の
議
論
よ
り
も
、

議
員
と
し
て
日
頃
か
ら
ど
の
よ

う
な
活
動
を
行
い
、
そ
れ
に
ど

れ
だ
け
の
時
間
を
費
や
し
て
い

る
か
を
、
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
住
民
の
方
々
に
き
ち
ん
と
説

明
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
の
方
が
先
で
は
な
い
か
。

西
川
町
議
会
と
し
て

　

意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
意

見
や
議
員
研
修
で
の
講
義
内
容

を
ふ
ま
え
、
議
員
の
な
り
手
確

保
に
関
す
る
具
体
的
方
向
性
と

方
策
に
つ
い
て
西
川
町
議
会
と

し
て
の
意
見
を
ま
と
め
、
今
後
、

町
民
の
皆
様
に
も
公
表
し
、
さ

ら
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
活
動
を
紹
介

す
る
手
段
と
し
て
、
議
会
だ
よ

り
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
方

的
に
伝
え
る
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
そ
う
で
は
な

く
、
住
民
の
方
々
と
顔
を
合
わ

せ
て
、
様
々
な
意
見
交
換
な
ど

を
行
い
な
が
ら
、
一
緒
に
西
川

町
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
と
い

う
取
組
み
の
大
切
さ
を
、
今
回

の
意
見
交
換
会
や
研
修
で
再
認

識
し
ま
し
た
。

▲

議
員
研
修
の
様
子

①議員報酬の見直し
　・上乗せ（加算）など若い議員のための報酬のあり方を検討してほしい。
　・報酬を目当てに議員になるのか。活動が見えるようにしてほしい。
　・金額を上げれば済む問題ではない。
　・少しの増額では何も解決しない。
　・現在のままで良い。
②選挙区の設定
　・賛否あり。否定的な意見が多かった。
③勤労者の立候補の環境整備
　・兼職可能な環境整備が必要。
　・兼職は経営者として現実的な問題がある。
　・日曜や夜の議会を検討しても良いのではないか。
④申し合わせ事項
　・自宅以外を選挙事務所にできないか。
　・申し合わせはすべきでない。
⑤その他
　・定数10にしたのが問題。
　・定数２増を考えても良いのではないか。
　・行政への不満が少ないのではないか。
　・演説会を候補者全員で開催してはどうか。
　・無関心層の解決なしには何もできない。
　・女性議員がもっと必要。できれば５対５に。
　・町民と議会の対話の集いは毎年開くべき。
　・なり手不足は区や町内会の役員も同じこと。
　・地域の在り方や関わり方などは子供のころから教育すべき。
　・若い人が立候補するための条件整備は良いが、落選したら意味がない。
　・議会だよりが読まれていない。議員活動が多いと言うが、町民はどれほ
　　ど知っているのか。

意見交換会で出された意見

モニターの声 （その他）P20「ご感想をお寄せください」の行き場が気になりました。ハガキ、FAX、メールの方法もあると
　　　　　キャッチボールができそうです。← 今回から改善いたしました。
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平
成

30年
5月

1日
発

行
104号

次回定例会は
6月です

皆さん傍聴して
みませんか

（6月5日～12日の予定）

パソコンのインターネット
でもご覧いただけます

議会へのおさそい

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　
　

議　
　

長　

伊
藤　

哲
治

《
編
集
委
員
》

　
　

委
員
長　

大
江　

広
康

　
　

副
委
員
長　

飯
野　

咲
子

　
　

委　
　

員　

宮
林　

昌
弘

　
　

委　
　

員　

佐
藤　

幸
吉

●ご感想お寄せください。 ファクシミリ：74-2601
メール：giji@town.nishikawa.yamagata.jp

　

今
冬
、
私
た
ち
を
悩
ま
せ
た

大
雪
が
嘘
だ
っ
た
か
の
よ
う
に
、

ま
だ
ら
模
様
の
残
雪
が
山
肌
を

照
ら
し
て
い
る
。
ま
た
大
雪
に

し
て
は
早
い
雪
解
け
に
驚
き
な

が
ら
も
、
春
の
訪
れ
に
ほ
っ
と

し
て
い
る
。
こ
の
瞬
間
が
雪
国

に
住
む
者
に
と
っ
て
も
っ
と
も

喜
び
と
す
る
時
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

四
季
の
移
り
変
わ
り
が
生
活

に
潤
い
を
与
え
て
は
く
れ
る
が
、

同
時
に
、
自
然
の
ど
こ
に
生
業

を
求
め
て
い
く
の
か
。

　

人
口
減
少
が
著
し
い
我
が
町

に
と
っ
て
自
然
と
の
共
生
を
ど

う
探
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
幸
吉
）

　

４
月
７
日
、
西
川
小
学
校
の

新
１
年
生
22
名
（
男
子
10
名
、

女
子
12
名
）
が
入
学
式
を
迎
え

ま
し
た
。

　

在
校
生
な
ど
大
勢
の
方
々
か

ら
入
学
を
祝
福
さ
れ
て
少
し
緊

張
気
味
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
。

落
ち
着
か
な
く
て
思
わ
ず
祈
る

よ
う
な
し
ぐ
さ
に
な
り
な
が
ら

も
、
そ
の
輝
く
瞳
か
ら
は
「
今

日
か
ら
が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
い

う
前
向
き
な
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
で
す
。※上記QRコードを

　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。

編
　後
　集
　記

▲真新しい制服に身を包んで
▲

感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に

▲

よ
み
が
え
る
思
い
出

▲

下
級
生
に
見
送
ら
れ
て

▲

旅
立
ち
の
時
は
今
！

卒業式卒業式
西川中学校西川小学校

第１6回第6回

▲さあ輝ける未来へ踏み出そう！

「
元
気
な
子
ど
も
た
ち
」

　
　
　
　
　

シ
リ
ー
ズ 
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